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１．事業の概要
（１） 事業の目的と計画の概要

・国道51号は、千葉県千葉市、成田市、茨城県鹿嶋市、水戸市を結ぶ延長124kmの幹線道路。

・国道51号成田拡幅区間は、東関東自動車道と並行しており、成田市の中心市街地を横断。

・沿道には、住宅地や商業施設、駅、市役所等の公共施設が多く立地。
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標準横断図

計 画 概 要

：延長5.8km・幅員26.0m
：4車線
：18,300～40,900台/日
：昭和45年度（1970年度）
：約273億円※（前回：約263億円）

計画延長・幅員
車 線 数
計 画 交 通 量
事 業 化
全 体 事 業 費

事 業 区 間 ：自）千葉県成田市飯仲

至）千葉県成田市東金山

平 面 図

N

成田市

な り た いいなか

な り た ひがしかなやま

・交通混雑の緩和
・安全で快適な生活環境の確保

目 的

（単位：ｍ）

酒々井町

成田国際
空港

国道51号 成田拡幅 延長5.8km再評価対象区間

位 置 図

現道拡幅部
延長0.2km

現道拡幅部
延長1.0km

現道拡幅部
4/4車線開通済
延長3.8km

国道51号
成田拡幅

開通区間
事業中区間 
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

至 茨城

至 千葉市

富里市
千
葉
県
成
田
市
飯
仲

な
り
た

い
い
な
か

千
葉
県
成
田
市
東
金
山

な
り
た

ひ
が
し
か
な
や
ま

電線共同溝電線共同溝

18,300台／日

40,900台／日

※電線共同溝を除いた全体事業費は約262億円

バイパス部
4/4車線開通済
延長0.8km

【現 況】 【計 画】



２．事業の進捗状況と見込み等
（１） 事業の進捗状況
１） 事業の経緯
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昭和43年度 都市計画決定（飯仲～寺台：延長5.0km） 平成3年度  ④成田市役所前4車線化供用（延長0.5km）

昭和45年度 事業化 平成5年度  ⑤区画整理事業関連4車線化供用（延長0.3km）

昭和46年度 用地着手 平成11年度 ⑥不動ヶ岡地先4車線化供用（延長0.6km）

昭和46年度 工事着手 平成13年度 ⑦不動橋～不動ヶ岡地先4車線化供用（延長0.8km）

昭和55年度 ①成田空港開港関連4車線化供用（延長1.3km） 平成17年度 都市計画決定（寺台～東金山：延長0.8km）

昭和61年度 ②不動橋4車線化供用（延長0.3km） 平成25年度 飯仲（延長0.2km）工事着手

昭和62年度 ③並木バイパス4車線供用（延長0.8km） 平成29年度 寺台～東金山（延長1.0km）工事着手

成田市

富里市

酒々井町

成田国際
空港

国道51号 成田拡幅 延長5.8km再評価対象区間

現道拡幅部
（飯仲区間）
延長0.2km

現道拡幅部
（寺台～

東金山区間）

延長1.0km

N

平 面 図

開通区間
事業中区間 
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

18,300台／日

40,900台／日
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寺台～東金山区間

成田拡幅（寺台～東金山区間）
L=1.0km

４車線開通済み区間

至 

千
葉
市

R7.2撮影

N

至 

茨
城

至 茨城

至 千葉市

①昭和55年度供用
延長1.3km

③昭和62年度供用
（並木バイパス）
延長0.8km

千
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県
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市
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てらだい ひがしかなやま

ふどうばし ふどうがおか

ふどうがおか

ふどうばし

なみき

②昭和61年度供用
延長0.3km

⑥平成11年度供用
延長0.6km

⑦平成13年度供用
延長0.8km

④⑤平成3～5年度供用
延長0.8km

N

至 

千
葉
市

至 

茨
城

R1.3撮影

成田拡幅（飯仲区間）
L=0.2km ４車線開通済み区間

飯仲区間



２．事業の進捗状況と見込み等

・国道51号成田拡幅の用地取得率は99％（令和7年3月末時点）。
・飯仲区間は平成25年度より工事着手、寺台～東金山区間は平成29年度より工事着手。

（１） 事業の進捗状況
２） 前回事業評価以降の主な整備状況
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N

国道51号成田拡幅 延長5.8km

再評価対象区間

用地取得率
99％（全体）

用地取得率
99％（全体）

工事

用地

工事

用地

成田市

富里市

酒々井町

前回
評価時

R3

今回
評価時

R7

工事中・用地取得中

工事完了・用地取得済み

工事未着手・用地未取得

凡 例

開通区間
事業中区間 
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

飯仲区間
0.2km

寺台～東金山
1.0km
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北千葉道路

写真②：工事中の状況(R7.8月）

写真①：工事施工前の状況(R3.7月）

施工箇所

至 

茨
城

至 

千
葉
市

至 茨城

至 千葉市

至 茨城

至 千葉市



２．事業の進捗状況と見込み等

・沿線の市街化が進む中、国道51号の交通量は265百台／日（昭和55年度）から327百台／日（令和3年度）へと増加。
・安全を確保するため信号交差点が増加したことで、拡幅が完了した一部の区間でも速度低下が見られる。
・また、交通事故については、速度変化が大きい交差点を中心に、死傷事故率が千葉県平均を上回る区間が存在
（追突事故が約４割）
・事業の効果や必要性に大きな変化は見られない。
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下
り

上
り

（２） 社会情勢等の変化
１） 国道51号の交通状況等

旅
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度
（㎞
／
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動
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役
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寺
台
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台
イ
ン
タ
ー

N

郷
部
線
入
口

公
津
の
杜
入
口

成田市

交通事故

死傷事故率

（件／億台キロ） 千葉県平均
35.2件/億台キロ

資料： ETC2.0プローブデータ（R6.4～R7.3・全日） ■0～20km/h ■20～30km/h ■30～40km/h □40km/h以上

国道51号成田拡幅 延長5.8km

再評価対象区間

■ 車両相互（追突）
■ 車両相互（右左折）
■ 車両相互（出会い頭）
■ 車両相互（その他）
■ 人対車両
■ 車両単独

資料：交通事故データ
（R２～R５）

交通事故類型

車両相互（追突） 車両相互（右左折） 車両相互（出会い頭）

車両相互（その他） 人対車両 車両単独

５０件
（４３％）２８件

（２４％）

１５件
（１３％）

２件
（２％） 車両相互の

追突事故が約４割
（116件中50件）

９件
（８％）

１２件
（１０％）
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松
原

34.48 49.77 45.94 # ### # ### 37.28 27.51 16.20 32.16 43.76 35.24 30.72 ### #### 17.83 ### #### 32.14 37.36 ## ## # ### 43.90 34.85 ## 47.29

34.84 50.41 46.63 # ### # ### 40.09 28.90 16.62 32.03 42.63 33.78 28.93 ### #### 16.34 ### #### 17.53 28.39 ## ## # ### 42.32 29.64 ## 45.68
37.31 50.79 45.62 # ### # ### 41.24 30.53 18.29 27.87 36.36 32.19 28.37 ### #### 17.30 ### #### 26.14 34.99 ## ## # ### 43.95 30.73 ## 46.33

36.30 51.06 45.26 # ### # ### 38.76 28.87 17.13 26.17 34.97 32.39 27.25 ### #### 16.82 ### #### 27.53 34.34 ## ## # ### 44.36 33.37 ## 47.42
35.05 50.03 44.88 # ### # ### 37.08 27.92 16.68 26.06 34.74 32.30 26.70 ### #### 16.56 ### #### 24.92 32.27 ## ## # ### 44.08 33.64 ## 47.20
33.49 50.05 44.92 # ### # ### 36.62 28.33 16.92 26.24 34.82 32.87 26.60 ### #### 16.19 ### #### 24.46 32.56 ## ## # ### 45.44 36.23 ## 48.60

34.12 50.87 45.55 # ### # ### 38.16 28.73 16.61 26.15 34.94 33.43 26.24 ### #### 15.70 ### #### 19.45 28.87 ## ## # ### 44.84 34.40 ## 48.65
33.10 49.78 44.87 # ### # ### 37.28 27.83 15.98 26.03 34.58 33.55 26.20 ### #### 15.08 ### #### 14.57 21.85 ## ## # ### 44.63 34.09 ## 48.18

30.84 47.45 44.17 # ### # ### 37.56 28.11 16.03 25.63 34.73 33.72 25.97 ### #### 14.76 ### #### 12.55 19.90 ## ## # ### 44.93 34.04 ## 48.72
31.54 47.54 43.40 # ### # ### 35.67 25.80 14.74 30.65 40.10 34.43 25.77 ### #### 14.32 ### 9.00 10.34 16.94 ## ## # ### 43.54 29.34 ## 46.10

30.90 45.46 41.77 # ### # ### 35.31 25.67 15.07 29.57 40.05 35.54 24.76 ### #### 13.86 ### 8.12 8.34 11.80 ## ## # ### 39.31 21.35 ## 26.24
33.76 48.38 42.83 # ### # ### 36.49 25.92 15.62 31.06 42.56 34.63 25.42 ### #### 14.35 ### 8.56 8.13 9.86 ## ## # ### 38.10 22.69 ## 33.03

北千葉道路交差部 至 

茨
城

至 

千
葉
市

開通区間
事業中区間 
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

7時
8時
9時
10時
11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時

39.19 29.23 18.97 # ### # ### 33.75 21.83 #### 45.87 40.99 26.25 # 20.25 ### #### ## ### ### #### 25.60 21.50 ## # # # ### 20.39 25.70 ## 39.74

39.02 31.51 20.35 # ### # ### 34.52 22.26 #### 44.55 38.73 23.47 # 21.54 ### #### ## ### ### #### 26.04 28.54 ## # # # ### 27.02 31.27 ## 40.31
40.39 34.23 21.27 # ### # ### 33.94 22.14 #### 45.21 49.52 24.66 # 40.22 ### #### ## ### ### #### 24.82 29.36 ## # # # ### 43.28 43.87 ## 46.33

37.92 29.94 18.97 # ### # ### 32.05 21.86 #### 44.33 49.26 22.22 # 37.66 ### #### ## ### ### #### 24.07 28.73 ## # # # ### 43.27 43.95 ## 46.40
33.86 24.40 16.89 # ### # ### 31.09 21.52 #### 44.04 48.88 22.04 # 38.09 ### #### ## ### ### #### 23.15 27.75 ## # # # ### 43.34 44.19 ## 46.43
38.46 32.29 20.11 # ### # ### 31.07 21.60 #### 43.62 49.91 22.51 # 37.93 ### #### ## ### ### #### 23.17 27.61 ## # # # ### 43.58 44.42 ## 46.49

40.43 36.97 22.29 # ### # ### 31.08 21.79 #### 43.88 50.38 22.65 # 38.74 ### #### ## ### ### #### 23.86 27.19 ## # # # ### 43.35 43.43 ## 45.97
40.39 37.30 22.53 # ### # ### 31.81 22.15 #### 44.15 50.78 22.85 # 41.10 ### #### ## ### ### #### 24.43 27.95 ## # # # ### 43.57 43.48 ## 46.01

40.42 42.06 26.17 # ### # ### 32.00 22.22 #### 44.33 51.33 22.66 # 41.01 ### #### ## ### ### #### 25.17 28.80 ## # # # ### 43.36 43.37 ## 46.42
40.47 41.39 24.61 # ### # ### 32.69 22.25 #### 43.00 41.46 31.16 # 44.07 ### #### ## ### ### #### 25.97 29.70 ## # # # ### 42.91 43.83 ## 46.55

38.19 35.25 20.78 # ### # ### 32.27 22.01 #### 42.56 42.19 29.08 # 44.26 ### #### ## ### ### #### 25.99 29.49 ## # # # ### 43.46 43.82 ## 45.97
37.29 31.00 19.70 # ### # ### 30.90 21.89 #### 42.59 40.75 28.40 # 46.01 ### #### ## ### ### #### 27.63 31.04 ## # # # ### 44.00 44.73 ## 46.50
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S55 R3

昼間12時間 夜間12時間

出典：各年道路交通センサス
計測地点：成田市寺台

（百台）

２車線区間の
渋滞発生状況

至 茨城

至 千葉市

国道５１号の交通量
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２．事業の進捗状況と見込み等

・事業化以降、沿線自治体である成田市では市街地が拡大し、人口も増加。
・観光客の増加や工業団地の立地なども相まって、市内全域にわたり混雑が発生。

（２） 社会情勢等の変化
２） 主な周辺環境の変化
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成田市のDID面積

S55～順次開通

6.8

8.6
9.5

10.6
11.3 11.7

12.1
12.9 13.1 13.3

0

5

10

15

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

（万人）

成田市の人口
（㎢）

S55～順次開通

出典：国勢調査出典：国勢調査 成田市人口集中地区Ⅰ（中心市街地周辺）のみを集計

沿線地域の状況

人口増加
市街地拡大

※人口集中地区は昭和50年、令和2年

人口集中地区

4/4車線供用済

事業中

事業中

平成28年昭和50年

出典：国土地理院撮影の空中写真、人口集中地区の範囲は国土数値情報

L=0.2km
信号交差点
平均間隔
なし⇒200m

L=4.6km
信号交差点
平均間隔

460m⇒270m

L=1.0km
信号交差点
平均間隔
なし⇒330m

成田拡幅区間の信号交差点数
事業化時：10箇所⇒現状：22箇所

⇒2.2倍に増加

国道51号
成田拡幅
延長5.8km



成田国際空港

拡張予定地

拡張予定地

国道51号 成田拡幅 延長5.8km

再評価対象区間

成田市

富里市

N

北千葉道路

新生成田市場

【成田空港の機能強化】
目的：成田国際空港の年間発着容量を

50万回に拡大
概要：C滑走路新設、B滑走路延伸、

誘導路新設、敷地拡張
事業費：5,125億円
完成予定：2029年3月

至 茨城

至 千葉市

２．事業の進捗状況と見込み等
（２） 社会情勢等の変化
２） 主な周辺環境の変化
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①北千葉道路の整備状況
（令和7年2月撮影）

②新生成田市場
（令和6年12月撮影）

出典：成田市場提供

出典：千葉県提供 ※ （仮称）土屋橋

開通区間
事業中区間 
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

至 千葉市

・平成19年度に一般国道464号北千葉道路が事業化、平成29年度より工事着手。

・令和元年度に成田国際空港の機能強化（B滑走路延伸・C滑走路新設等）に係る施設変更を国土交通省が許可。

令和10年度の供用開始に向け工事が進捗。

・これらの動きに伴い、農水産物の加工や海外輸出に必要な手続きを市場内で完結可能な「ワンストップ輸出拠点機
能」を備えた日本初の卸売市場「新生成田市場」が開場するなど、エアポートシティ構想※1に基づく取組が展開。今後
、更なる交通状況の変化が見込まれる。 ※１ 空港とその周辺地域が一体となって発展していくための未来への道筋として策定（NRTエリアデザインセンター（R7.6））

②

①



２．事業の進捗状況と見込み等

①河川協議に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
②物流機能を確保するための増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  （約３億円増額）
③材料単価・労務費の上昇等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

合計 約 １０億円増額

7

（３） 事業の見込み等
１） 事業費増加の要因

項 目 事業費増加の要因 増 額

関係
機関
協議

①河川協議に伴う増加

・河川管理施設等構造令において「橋脚の基礎部は河床から深さ２ｍ以上に
設ける」とされており、既設橋梁(東金山橋)の撤去について、当初計画(河川
事前協議)では、フーチングが河床から深さ２ｍ以上(２．６ｍ)の位置であるた
め、フーチングを撤去しない計画であった。
・河川協議および詳細設計を行うにあたり、河床を測量した結果、洗掘等に伴
う河床高の低下によりフーチングが河床から深さ２ｍ未満(１．９ｍ)の位置と
なっていることが判明したため、フーチングを撤去する計画に変更した。

約３億円

②物流機能の強化による増加

・国道５１号は重要物流道路に指定されており、平常時・災害時を問わない安
定的な輸送を確保する必要があるが、北千葉道路との交差部において、道路
高さが不足。
・北千葉道路の上空には高圧線が設置されており、北千葉道路の路面を高く
することが出来ないため、国道の既設舗装を撤去・ 掘り下げた後に拡幅部と
一体に舗装を構築し、国道の道路高さを確保する計画に変更した。

約３億円

単価
上昇

③材料単価・労務費の上昇等
・原材料費やエネルギーコストの高騰等に伴い、令和３年度に比べて材料単
価・労務費が上昇。

約４億円

合計 約１０億円

（約３億円増額）

（約４億円増額）



①河川協議に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約３億円増額）
・河川管理施設等構造令において「橋脚の基礎部は河床から深さ２ｍ以上に設ける」とされており、既設橋梁(東金
山橋)の撤去について、当初計画(河川事前協議)では、フーチングが河床から深さ２ｍ以上(２．６ｍ)の位置である
ため、フーチングを撤去しない計画であった。
・河川協議および詳細設計を行うにあたり、河床を測量した結果、洗掘等に伴う河床高の低下によりフーチングが
河床から深さ２ｍ未満(１．９ｍ)の位置となっていることが判明したため、フーチングを撤去する計画に変更した。

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容①

２．事業の進捗状況と見込み等
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写真

既設Ｐ１

既設Ｐ２

東金山橋（既設橋）
至 茨城

至 千葉市

変更計画

撤去範囲

河床 TP+2.231

仮締切は鋼矢板で計画

（河川協議）

1.9m

フーチング撤去

当初計画

河床 TP+2.920

撤去範囲

仮締切は大型土のうで計画

2.6m

（事前協議）

▽

▽

位置図 開通区間
事業中区間
一般国道
主要地方道

凡例

東金山橋

寺
台
イ
ン
タ
ー

寺
台

成田市

至 千葉市

至 成田空港

至 印西市

至 茨城

北
千
葉
道
路



②物流機能の強化による増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約３億円増額）
・国道５１号は重要物流道路に指定されており、平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保する必要があるが、
北千葉道路との交差部において、道路高さが不足。
・北千葉道路の上空には高圧線が設置されており、北千葉道路の路面を高くすることが出来ないため、国道の既設  
舗装を撤去・ 掘り下げた後に拡幅部と一体に舗装を構築し、国道の道路高さを確保する計画に変更した。

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容②

２．事業の進捗状況と見込み等
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写真

北千葉道路 ※完成イメージ

高圧線

至 千葉市

至 茨城

4.8ｍ

至 成田空港至 印西市

道路高さを確保するため、
拡幅部と一体に整備

変更計画

【舗装新設】

現道部拡幅部

【舗装を構築】

道路高さ
4.8m

当初計画
  の路面高

当初計画

現道部拡幅部

道路高さ
4.5m

高圧線

14m

【既設舗装を利用】【舗装新設】

車線切り回しに伴う
摺り付け舗装

14m

高圧線

位置図 開通区間
事業中区間
一般国道
主要地方道

凡例

北千葉道路
交差部

寺
台
イ
ン
タ
ー

寺
台

成田市

至 千葉市

至 成田空港

至 印西市

至 茨城

北
千
葉
道
路



1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

R3 R4 R5 R6 R7

土木一般世話役

運転手(一般)

普通作業員

特殊作業員

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

R3 R4 R5 R6 R7

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

側溝

コンクリート二次製品

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

③材料単価・労務費の上昇等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約４億円増額）
・原材料費やエネルギーコストの高騰等に伴い、令和３年度に比べて材料単価・労務費が上昇。

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容③

２．事業の進捗状況と見込み等

単 価 上 昇

■労務単価の伸び率（Ｒ３．４を基準に算出）■建設資材単価の伸び率（Ｒ３．４を基準に算出）

出典：公共労務費単価 （適用：千葉県）出典：（一財）建設物価調査会及び（一財）経済調査会による
材料費の平均上昇率 （適用：千葉県）

１．２０（特殊作業員）
１．２２（普通作業員）
１．２４（運転手（一般））
１．２６（土木一般世話役）

１．７９（生ｺﾝｸﾘｰﾄ）

１．２８（ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品）

１．３３（側溝）

１．１８（ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）
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国道51号成田拡幅 延長5.8km再評価対象区間

成田市

富里市

酒々井町

都市計画決定
平成17年度

都市計画決定
昭和43年度

飯仲区間
0.2km

寺台～東金山
1.0km

飯仲～寺台 4.6km

千
葉
県
成
田
市
飯
仲

な
り
た

い
い
な
か

千
葉
県
成
田
市
東
金
山

な
り
た

ひ
が
し
か
な
や
ま

N

２．事業の進捗状況と見込み等

11

（３） 事業の見込み等
３） 事業進捗の見込みの視点

開通区間
事業中区間 
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

◇寺台付近の状況 令和7年9月撮影 ◇東金山橋付近の状況 令和7年9月撮影

・未開通区間のうち、寺台～東金山区間1.0kmについては、用地買収に時間を要したが令和３年度までに用地買収
が完了、舗装工事等を実施し、早期開通を目指す。
・また、飯仲区間0.2kmについては、用地買収に時間を要しており、引き続き用地取得に向けた交渉を進める。

◇舗装工事の状況 令和6年5月撮影

◇橋梁上部工事の状況 令和4年8月撮影

至 茨城

至 千葉市

至 茨城

至 千葉市

至 茨城

至 千葉市

至 茨城

至 千葉市
至 

茨
城

至 

千
葉
市



成田国際
空港

野毛平
工業団地

開通区間
事業中区間 
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

N

成田市

酒々井町

国道51号 成田拡幅 延長5.8km

再評価対象区間

富里市

大栄
工業団地

芝山町

集計断面

３．事業の投資効果

物流交通の支援

・成田市の製造品出荷額等はコロナ禍で減少したものの、近年は再び増加傾向に転じている。
・成田拡幅区間を利用している企業からは開通に期待する意見を頂いており、当該区間の整備により、物流の効率化
が図られ、産業への支援が期待される。

（１） 物流交通の支援
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成田市の製造品出荷額等の推移

出典：経済産業省「工業統計調査」、「経済センサス」、「経済構造実態調査」

2,048 2,124 

2,351 
2,533 

2,739 2,729 

2,152 2,150 

2,470 
2,653 

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

（億円）

コロナ禍で減少するも

再び増加
■ 野毛平工業団地の位置づけ （成田市都市計画マスタープラン（R5.2））

・野毛平工業団地では、空港との近接性を生かし、空港関連機能の充実や更なる
機能強化に努めます。
・周辺環境との調和に配慮しつつ、良好な生産環境の維持・形成に努めます。

北千葉道路

成田駅から野毛平工業団地間の送迎を行う際
に、渋滞のため予定していた電車に乗れないこと
がままあるため、早期完成をお願いします。
（野毛平工業団地立地企業）

出典：企業アンケート結果（R7.9、千葉国道事務所）

成田拡幅区間は、材料入荷・製品出荷で
定期的に利用している。
成田拡幅が全線整備されることにより、交通
渋滞が緩和し、入荷・出荷がスムーズになる
ことが期待されます。
（野毛平工業団地立地企業）

開通への期待の声（野毛平工業団地立地企業）

国道51号

38%
東関東道

62%

約４割が国道51号
を利用

野毛平工業団地発着
車両の経路分担率

出典：ETC2.0プローブデータ（R6.10平日）
※野毛平工業団地発着車両の内、

 集計断面を利用した交通の比率

50



0%

5%

10%

15%

20%

25%
通常時 通行止時

5

1

3

1

3

1

0

1

2

3

4

5

6

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

通
行
止
め
回
数
（
回
/年

）
３．事業の投資効果
（２） 災害時のリダンダンシー効果
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東関東道（千葉北IC～佐原香取IC）の通行止め発生状況

通行止め区間 上下 開始時間 解除時間 通行止め時間

佐原香取IC～潮来IC
上 9/9 5：00 9/9 22：35 １７時間35分

下 9/9 5：00 9/9 22：10 17時間10分

千葉北IC～成田JCT 上下 9/9 5：45 9/9 22：10 16時間25分

成田JCT～大栄JCT 上下 9/9 5：45 9/9 16：45 11時間

大栄JCT～佐原香取IC 上下 9/9 5：45 9/9 22：10 16時間25分

出典：ETC2.0プローブデータ（R1.9.9（6：00～22：00））

令和元年台風15号に伴う東関東道の通行止め実績

東関東道通行止め時に
集計断面（国道51号）を
利用した大型車の利用経路を図化

東関東道が通行止めとなるなか、
国道５１号はネットワーク機能を確保し、

物流交通（大型車）を担っていた
富里IC

国道51号成田拡幅
延長5.8km

北千葉道路

至 千葉市

出典：NEXCO東日本提供資料

毎年数回程度の
通行止めが発生

集計断面

成田JCT

至 

茨
城

東関東道の通行止め時の国道51号のトリップ長の変化

（ｋｍ）

【東関東道通行止め概要】
日時：R7.2.20 9：45-14：20
区間：成田JCT→大栄JCT（下り）

出典：ETC2.0プローブデータ
通常時：R7.2（平日）
通行止時：R7.2.20
集計時間帯：10：00-14：00
※国道51号の下り方向の
   トリップ長を集計

東関東道通行止め時は
国道51号の長トリップ割合が増加

・国道51号と並行する東関東自動車道では、災害や事故に伴い、毎年数回程度の通行止めが発生。
・「令和元年房総半島台風（台風15号）」が千葉県に襲来した際にも、東関東自動車道で約16時間にわたる通行止め
が発生し、並行する国道51号が代替路として機能。交通需要が一時的に増加する中、成田拡幅による交通容量の
増大が災害時の移動負担の軽減に寄与。
・今後、成田空港の機能強化に伴う交通需要の変化にも対応できるよう、引き続き成田拡幅の事業推進が必要。

東関東道の通行止め時の国道51号利用実績（大型車）

大栄JCT

サンプル取得台数（大型車）

0 100
以上



３．事業の投資効果
（３） 電線共同溝の整備効果・大規模災害時の緊急輸送道路の確保

14

・国道51号成田拡幅区間は第一次緊急輸送道路に指定されており、千葉県道路啓開計画における啓開候補路線に
も指定されている。無電柱化により電柱倒壊による交通阻害を防ぎ、迅速な道路啓開を支援し防災に寄与する。
・電線共同溝の整備によって歩行者通行空間の安全性・快適性が確保されるうえ、景観向上にも寄与する。
・救命活動を行うスペースと緊急輸送を円滑に行うための幅員確保により、緊急輸送道路ネットワークが強化される。

通行空間の安全性・快適性の確保

景観の向上

令和元年台風15号による電柱倒壊状況
（千葉県館山市）

電柱が倒壊すると
道路啓開作業に支障

道路の防災性の向上

千葉県地域防災計画

国道51号成田拡幅区間が
第一次緊急輸送道路に指定

千葉県道路啓開計画

国道51号成田拡幅区間が
STEP2の啓開候補路線に指定

緊急輸送道路：
災害直後から、避難・救助をはじめ、
物資供給等の応急活動のために、
緊急車両の通行を確保すべき重要
な路線

第一次緊急輸送道路

第二次緊急輸送道路

第三次緊急輸送道路

N 成田拡幅

N

成田市

富里市

印西市

栄町

佐倉市

八街市

芝山町

神崎町

酒々井町

四街道市

成田拡幅

成田市

富里市

印西市

栄町

佐倉市

八街市

芝山町

神崎町

酒々井町

四街道市

出典：千葉県ホームページ（令和6年）

出典：国土数値情報（令和6年）

STEP2の啓開候補路線：
広域防災拠点から被災地域へ、発
災後 48 時間以内で到達（啓開）で
きるルート

緊急輸送道路

啓開候補路線

【現 況】
電柱が歩行者

を阻害

電線共同溝

【計 画】

安全で快適な
通行空間を確保

⇒電線共同溝の整備によって、景観の向上に寄与

令和7年9月撮影 令和7年9月撮影【整備前の例】飯仲区間の状況 【整備後の例】成田市役所付近の状況



３．事業の投資効果
（４） 費用便益分析
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・基準年 ：令和7年度（2025年度）

・分析対象期間 ：供用後50年間

・算出マニュアル ：令和7年8月

・基礎データ ：平成27年度

  全国道路・街路交通情勢調査

・交通量の推計時点 ：令和22（2040）年度

・計画交通量 ：18,300～40,900（台／日）

・事業費 ：約273億円

・総便益(Ｂ) ：約1,338億円〔約3,531億円〕

・総費用(Ｃ) ：約1,295億円〔約312億円〕（電線共同溝を除く）

・費用便益比(Ｂ/Ｃ) ：1.03

１）計算条件
[前回]

注1）便益・費用について、 〔 〕内の値は基準年における現在価値化前を示す。

注2）費用便益分析（B／C）等による評価を実施しない電線共同溝事業（無電柱化のために

改築事業と併せて施工されるもの）の工事費（約11億円）については、費用便益分析の費用に含めない。

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を整備の有無それぞれについて
推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上。
改築事業と併せて施工される電線共同溝の工事費は含まない。

：令和3年度（2021年度）

：供用後50年間

：平成30年2月

：平成22年度

全国道路・街路交通情勢調査

：令和12（2030）年度

：15,400～41,700（台／日）

：約263億円

：約1,108億円〔約2,981億円〕

：約1,053億円〔約320億円〕

：1.1

[今回]

【参考】

・費用便益比(Ｂ/Ｃ) ：1.7 （社会的割引率２％）

・費用便益比(Ｂ/Ｃ) ：2.3 （社会的割引率１％）



３．事業の投資効果

16

注1）便益・費用については、令和7（2025）年度を基準年とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、[ ]内の値は基準年における現在価値化前を示す値である。

注2）費用便益比算定上設定した完成年度は令和12（2030）年度（前回：令和8（2026）年度）である。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注4）感度分析については、交通量・事業費は±10％、事業期間は±20％としている。

２）事業全体

便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

1,232億円 94億円 12億円
1,338億円

[約3,531億円]

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

1.03
1,275億円 20億円

1,295億円
[約312億円]

３）残事業

便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

92億円 10億円 1.6億円
104億円

[約274億円]

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

7.1
10億円 4.2億円

15億円
[約24億円]

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 0.93 1.1

事業費 1.03 1.03

事業期間 (1.1) (0.99)

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 6.4 7.8

事業費 7.6 6.6

事業期間 (7.3) (6.8) 



３．事業の投資効果
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（５） 事業の投資効果のまとめ

項目 事業全体 残事業

費用

事業費 1,275億円 10億円

維持管理費 20億円 4.2億円

総費用(C) 1,295億円 15億円

便益

走行時間短縮便益 1,232億円 92億円

走行経費減少便益 94億円 10億円

交通事故減少便益 12億円 1.6億円

総便益(B) 1,338億円 104億円

B/C 1.03 7.1

主な
その他の効果

時間信頼性向上便益 走行時間のばらつきが縮小（166億円）

CO2排出量削減便益 走行速度が改善し、CO2排出量が削減（3.0億円）

NOx排出量削減便益 走行速度が改善し、NOｘ排出量が削減（7.6億円）

騒音低減便益 周辺地区の騒音が低減（48億円）

物流交通の支援 交通の円滑化が図られ、物流効率化に寄与

災害時のリダンダンシー効果 災害時に東関東道の代替路としての役割を果たすことが期待

電線共同溝の整備効果 道路の防災性の向上、通行空間の安全性・快適性の確保、景観の向上

大規模災害時の
緊急輸送道路の確保

救命活動を行うスペースと緊急輸送を円滑に行うための幅員確保により、
緊急輸送道路ネットワーク強化

コスト縮減 機能補償道路の構造変更により約1億円縮減



機能補償道路の構造変更によるコスト縮減・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約１億円縮減）
・関係機関と道路位置を変更する調整行った結果、擁壁や地盤改良を無くすことが可能となり、コストを縮減。

（１） コスト縮減の取り組み[機能補償道路の構造変更]

４．コスト縮減等
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田んぼ

擁壁・地盤改良・舗装

田んぼ

当初計画

Ａ

Ａ

A-A断面

変更計画

Ａ

Ａ

計画高
８ｍ

計画高
７ｍ

（現況高さ）

計画高
８ｍ

計画高
７ｍ（現況高さ）

約１ｍかさ上げ

地盤改良

A-A断面

地盤改良

擁壁 擁壁田んぼ 田んぼ
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（千葉県知事からの意見）

・ 国道５１号成田拡幅は、交通混雑の緩和や安全で快適な生活環境を確保し、道路ネットワーク機能の強化を

図るうえで重要な事業である。

また、「成田空港第２の開港プロジェクト」により、成田空港周辺では更なる交通需要の増加が見込まれており、

事業の推進が急務である。

ついては、早期完成に向けて、残る用地の取得や工事を推進するとともに、コスト縮減を図るなど、効率的に

事業を実施されたい。

（１）千葉県からの意見

５．関連自治体等の意見



６．今後の対応方針（原案）

（２） 事業進捗の見込みの視点

・昭和45年度に事業化し、昭和46年度から用地・工事着手。

・成田拡幅の用地取得率は99％（令和7年3月末時点）。

・引き続き、用地取得、工事の促進を図り、早期開通を目指す 。

（１） 事業の必要性等に関する視点

・成田拡幅の整備により、交通渋滞の緩和、交通事故の減少が見込まれる。

・成田拡幅の整備により、交通の円滑化が図られ、物流の効率化や災害時のリダンダンシー強化が期待される。

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は1.03である。

（３） コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

・機能補償道路の構造変更により約１億円のコスト縮減を実施。

（４） 対応方針（原案）

・事業継続とする。

・本事業は、交通渋滞の緩和、安全で快適な生活環境の確保の観点から、事業の必要性・重要性は高く、早期の効果
発現を図ることが妥当と考える。
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